
大阪府生まれ。電気工学部卒。1990年キリンビール株式会社入社。生産システム・企画担当とし
主に物流設備・システム関連業務に長く携わる。2006年より社会環境室に配属。一貫しグループ
の環境企画としてESG対応、環境対応を担当。KGO品質・環境推進部、CSR推進部などを経て現
職。TCFD・TNFD、環境報告書に携わるほか、若年層向けワークショップや環境コミュニケー
ションといった企画を推進する。
TCFD業種別ガイダンス検討委員（TCFDコンソーシアム）、食品産業とESG投資に関する検討会
委員（農林水産省）、地球温暖化防止活動推進委員会委員（全国ネット）、ネイチャーポジティ
ブ経済検討会委員（環境省）など、外部委員も多数歴任。

2003年環境省入省。炭素税の制度設計や自治体への温暖化対策支援、公害による健康被害者への
補償を担当。以降、2011年に発生した東日本大震災による、東京電力福島第一・第二原子力発電
所事故をうけての除染作業等業務に携わる。2022年より現職。
本シンポジウムでは、生物多様性の経済社会における主流化に関する政府の認識や生物多様性観測
および自然の情報開示に関する環境省の取り組み、OCEM、保全活動効果の見える化事業について
紹介する。

https://e-ve.event-form.jp/event/38216/tnfd1031

• お席には限りがあるため、先着順とさせていただきます。10/20（木）までにお申し込みください。結果
を10/21（金）までにご連絡させていただきます。残念ながらお席のご用意ができなかった方は、オンラ
イン参加にてご案内させていただきます。あらかじめご了承ください。

• 会場の詳細なご案内は、会場参加者が確定しましたら、追ってご連絡させていただきます。
• 来場の際は、感染症対策のためマスクの着用をお願いいたします。（会場にマスクのご用意はありません。

必ずご持参ください。）
• 当日、体調がすぐれない方、または、周囲で感染者が確認された方は、念のためご参加をお控えください

ますようお願いいたします。
• 会場は常時換気を行います。ご自身での防寒対策をお願いいたします。

東京都出身。宮城テレビアナウンサーを経てバイリンガルアナウンサー・ナレーターとして活躍。
司会・進行を務めます。

https://e-ve.event-form.jp/event/38216/tnfd1031
https://www.lifesci.tohoku.ac.jp/date/seminar/detail---id-47314.html

